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専
修
大
学
の
国
際
的
な

窓
口
と
し
て
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、

学
生
部
に
も
、
も
う
一
つ

の
窓
口
と
し
て
の
役
割
が

あ
る
こ
と
は
学
生

諸
君
に
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
こ
で

は
学
生
部
が
所

管
し
て
い
る
「
海

外
研
修
・
国
際

交
流
奨
励
制
度
」

を
ご
紹
介
し
ま
し

ょ
う
。

　
こ
の
制
度
は

「
学
生
の
自
主
的

な
意
思
に
よ
る
海

外
研
修
・
国
際
交
流
に
つ

い
て
の
奨
励
制
度
を
設
け

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
豊

か
な
国
際
感
覚
を
養
う
こ

と
を
目
的
」
と
し
て
い
ま

す
。
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

企
画
と
一
番
異
な
る
点
は

学
生
の
自
主
的
な
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
に
対
し
て
奨
励
金

を
出
す
と
こ
ろ
で
す
。
つ

ま
り
海
外
に
お
い
て
「
こ

ん
な
こ
と
を
研
究
し
た

い
」「
こ
ん
な
こ
と
を
や

っ
て
み
た
い
」
と
い
っ
た

学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
支
援

す
る
制
度
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
単
に
遊
び

に
行
き
た
い
、
見
聞
を
広

め
た
い
、
と
い
う
だ
け
で

は
困
り
ま
す
。
大
学
が
お

金
を
出
す
の
は
、
学
生
本

人
の
前
向
き
な
勉
学
・
研

究
意
欲
を
促
進
す
る
た
め

で
す
。
真し

ん

し摯
な
目
的
、
そ

の
た
め
の
緻
密
な
計
画
、

そ
し
て
十
分
な
語
学
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
積
極
的
な

学
生
諸
君
に
は
使
い
勝
手

が
い
い
制
度
だ
と
思
う
の

で
す
が
、
な
ぜ
か
最
近
は

希
望
者
が
減
少
気
味
で

す
。
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と

思
わ
れ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
し
、
そ
も
そ
も

制
度
自
体
を
知
ら
な
い
、

と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
せ
っ
か
く
予

算
化
し
て
い
る
の
に
も
っ

た
い
な
い
、
と
い
う
の
が

実
感
で
す
。

　
こ
の
制
度
に
つ
い
て
の

説
明
会
は
９
月
に
開
催
し

ま
す
。
ま
た
関
心
が
あ
れ

ば
い
つ
で
も
学
生
部
に
た

ず
ね
て
く
だ
さ
い
。
積
極

的
な
学
生
諸
君
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 （
学
生
部
）

海外へのもう一つの窓口-学生部-

　
２
０
１
７
年
度
中
期
留
学

生
（
後
期
）
19
人
は
次
の
通

り
。
社
会
知
性
開
発
コ
ー
ス

の
ワ
イ
カ
ト
大
学
で
は
、
集

中
英
語
研
修
の
あ
と
約
１
カ

月
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
行
う
。
コ
ー
ス
に
続
き
留

学
先
・
期
間
、
氏
名
・
学
部

学
年

敬
称
略
。

英
語
コ
ー
ス

●
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学
リ
ン
カ

ー
ン
校
（
米
国
、
８
月
13
日

〜
12
月
11
日
）

▽
松
島
る
い
（
経
済

３
）
▽
堀
中
望
未

（
法
３
）
▽
竹
原
幹

太
（
経
営
２
）
▽
斉

藤
愛
里
（
文
３
）
▽

横
山
沙
彩
（
同
）
▽

寺
尾
悠
花
（
同
）
▽

原
田
大
輝
（
同
）
▽

長
谷
川
未
波
（
文

２
）
▽
鈴
木
隆
盛

（
ネ
ッ
ト
情
報
３
）

社
会
知
性
開
発
コ
ー

ス●
ワ
イ
カ
ト
大
学

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
８

月
11
日
〜
12
月
10
日
）

▽
平
野
実
里
（
経
済
３
）
▽

加
藤
直
也
（
法
３
）
▽
甲
斐

直
哉
（
同
）
▽
内
田
紗
帆

（
文
３
）▽
小
野
真
穂（
同
）

コ
リ
ア
語
コ
ー
ス

●
檀
国
大
学
（
韓
国
、
８
月

７
日
〜
12
月
18
日
）

▽
山
崎
香
菜
子
（
法
３
）
▽

柴
田
真
由
子
（
文
３
）

フ
ラ
ン
ス
語
コ
ー
ス

●
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
・
リ
ヨ
ン

第
２
大
学
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｆ
（
フ
ラ

ン
ス
、
９
月
４
日
〜
12
月
25

日
）

▽
笹
谷
綾
香
（
文
３
）
▽
古

川
千
華
（
人
間
科
学
３
）

ス
ペ
イ
ン
語
コ
ー
ス

●
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
大

学
（
メ
キ
シ
コ
、
８
月
７
日

〜
12
月
11
日
）

▽
石
黒
舞
帆
（
経
済
３
）

中
期
留
学(

後
期)

に
19
人

　
官
民
協
同
の
留
学
支
援

制
度
「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
日
本
代
表
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
第
８
期
生

を
募
集
し
て
い
る
。
海
外

で
の
異
文
化
体
験
や
実
践

活
動
を
焦
点
に
し

た
留
学
を
推
奨
す

る
こ
と
で
国
際
的
に
活
躍

す
る
人
材
を
育
て
よ
う

と
、
文
部
科
学
省
が
２
０

１
４
年
に
創
設
し
た
。
学

生
自
身
が
留
学
計
画
を
立

て
て
応
募
す
る
。
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
明
確
な
目

的
と
意
欲
的
な
目
標
に
基

づ
く
活
動
が
支
援
の
対
象

と
な
る
。

　
渡
航
先
な
ど
に
応
じ
、

月
６
〜
16
万
円
（
最
長

２
年
）、
授
業
料
（
最
大

60
万
円
）、
留
学
準
備
金

（
同
25
万
円
）
が
支
給
さ

れ
る
。

　
専
修
大
学
は
、
在
学
生

（
休
学
者
含
む
）
を
対
象

に
、
学
内
選
考
を
経
て
日

本
学
生
支
援
機
構
に
推
薦

す
る
。
学
内
応
募
は
ウ
ェ

ブ
申
請
の
み
で
、
締
め
切

り
は
10
月
３
日
（
火
）
午

後
５
時
ま
で
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
や

情
報
は
、
日
本
学
生
支
援

機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.tobitate.

mext.go.jp/

で
。
問
い

合
わ
せ
は
専
修
大
学
国
際

交
流
事
務
課
☎
０
４
４
・

９
１
１
・
１
２
５
０

※
中
米
グ
ア
テ
マ

ラ
で
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
中
の
「
ト
ビ
タ

テ
！
留
学
」第
５
期
生
・
安

藤
聡
希
さ
ん
（
経
済
４
）

の
体
験
記
を
本
紙
次
号
で

紹
介
す
る
予
定
で
す
。

「
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
」第
８
期
生
募
集
中

　
決
勝
は
10
日
、
バ
ッ
テ
ィ

ン
グ
パ
レ
ス
相
石
ス
タ
ジ
ア

ム
ひ
ら
つ
か
（
平
塚
市
）
で

行
わ
れ
た
。
富
岡
オ
ー
ル
ス

タ
ー
ズ
と
オ
ー
ル
上
郷
（
横

浜
市
栄
区
代
表
）
に
よ
る
決

勝
戦
は
お
互
い
に
一
歩
も
引

か
な
い
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
。

３
｜
３
で
迎
え
た
六
回
表
に

決
勝
点
を
挙
げ
た
富
岡
オ
ー

ル
ス
タ
ー
ズ
が
、
４
｜
３
で

オ
ー
ル
上
郷
に
勝
っ
た
。

　
富
岡
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の

東
城
恵
太
監
督
は
「
準
決
勝

は
厳
し
い
試
合
だ
っ
た
。
決

富岡オールスターズが優勝
専大カップ神奈川県学童軟式野球選手権大会

勝
で
は
慌
て
ず
選
手
た
ち
を

信
じ
て
楽
し
く
試
合
が
で
き

た
」
と
優
勝
の
喜
び
を
語
っ

た
。

　
主
将
の
横
山
瑠
空
選
手

（
６
年
生
）も
「
と
て
も
強
い

チ
ー
ム
ば
か
り
で
苦
し
い
戦

い
だ
っ
た
が
チ
ー
ム
全
員
が

ま
と
ま
り
一
戦
一
戦
、
戦
う

こ
と
が
で
き
と
て
も
う
れ
し

い
」と
大
会
を
振
り
返
っ
た
。

　
決
勝
戦
終
了
後
、
表
彰
式

ｔ
ｖ
ｋ
に
出
演

　
優
勝
し
た
富
岡
オ
ー
ル
ス

タ
ー
ズ
は
８
月
23
日
、
テ
レ

ビ
神
奈
川
（
ｔ
ｖ
ｋ
）
の
昼

の
地
域
情
報
番
組
「
猫
の
ひ

た
い
ほ
ど
ワ
イ
ド
」
に
出
演

し
喜
び
を
語
っ
た
。
ま
た
27

日
に
は
２
時
間
50
分
に
わ
た

っ
て
特
別
番
組
が
放
送
さ

れ
、
熱
戦
を
振
り
返
っ
た
。

　
佐
々
木
重
人
学
長
は
25

日
、「
ｔ
ｖ
ｋ
　
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

ハ
ー
バ
ー
」
に
出
演
し
、
大

会
の
盛
り
上
が
り
を
伝
え
た

ほ
か
、
本
学
の
地
域
・
社
会

貢
献
へ
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
神
奈
川
県
内
の
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
を
支
援
す
る
「
２
０
１
７
専
修
大
学
カ
ッ
プ

神
奈
川
県
学
童
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
」（
神
奈
川
県

野
球
連
盟
共
催
）
が
８
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
、
境
川

遊
水
地
公
園
少
年
球
場
（
横
浜
市
）
な
ど
で
開
催
さ

れ
、
県
内
各
地
の
代
表
54
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た
。
優
勝
は
富
岡
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
（
横
浜
市
金
沢
区

代
表
）
で
、
８
年
ぶ
り
２
度
目
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

８
年
ぶ
り
２
度
目

・
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
優
勝

チ
ー
ム
に
は
、
佐
々
木
重
人

学
長
（
大
会
会
長
）
か
ら
賞

状
、
優
勝
旗
、
優
勝
カ
ッ
プ

が
、
神
奈
川
県
少
年
野
球
連

盟
会
長
の
鈴
木
一
誠
大
会
副

会
長
か
ら
賞
状
、
優
勝
盾
が

贈
ら
れ
た
。

　
優
秀
選
手
賞
に
は
富
岡
オ

ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
直
泰
駕
選

手
（
６
年
生
）
が
、
敢
闘
賞

に
は
オ
ー
ル
上
郷
の
篠
崎
大

成
選
手
（
５
年
生
）
が
そ
れ

ぞ
れ
選
ば
れ
、
県
野
球
連
盟

か
ら
表
彰
さ
れ
た
。
入
賞
チ

ー
ム
に
は
、
監
督
・
コ
ー
チ

を
含
め
た
全
員
に
記
念
の
メ

ダ
ル
が
授
与
さ
れ
た
。

　
佐
々
木
大
会
会
長
は
、

「
守
備
の
う
ま
い
チ
ー
ム
同

士
の
非
常
に
引
き
締
ま
っ
た

決
勝
戦
で
し
た
。
54
チ
ー
ム

の
頂
点
を
決
め
る
立
派
な
試

合
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
こ
の
大

会
を
通
じ
て
得
た

う
れ
し
さ
、
悔
し

さ
、
喜
び
は
皆
さ
ん
の
将
来

に
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。
今
後
、
ま

す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
述

べ
、
大
会
関
係
者
や
各
チ
ー

ム
の
指
導
者
、
ご
父
母
・
保

護
者
に
謝
意
を
述
べ
た
。

　
開
会
式
、
閉
会
式
の
司
会

は
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
講
座

（
本
学
就
職
部
主
催
）
受
講

生
の
柴
田
光
太
郎
さ
ん
（
人

間
科
学
２
）

写
真
㊧
。

「
憧
れ
の
舞
台
で
、
司
会
進

行
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
は
、
今
後
の
自
信
に

つ
な
が
っ
た
」
と
話
し
た
。

優勝した富岡オールスターズ

準優勝のオール上郷

閉
会
式
で
選
手
た

ち
の
健
闘
を
た
た

え
る
佐
々
木
大
会

会
長

決勝戦
富岡オールスターズ １ ０ １ ０ １ １ ０ ４

オ ー ル 上 郷 ０ １ ２ ０ ０ ０ ０ ３

開会式

髙橋裕国際交流センター長（左端）と中期留学生


